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２
０
２
５
年
７
月
17
日
、
18
日
の
両
日
、
石
川
県

輪
島
市
役
所
に
お
い
て
、
能
登
半
島
地
震
で
福
祉
避

難
所
を
開
設
し
た
11
の
福
祉
施
設
、
職
員
12
人
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
当
時
の
対
応
を
振
り
返
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
３
０
０
人
の
避
難
者
の

ト
イ
レ
対
応
を
１
人
で
一
晩
中
行
っ
た
話
な
ど
、
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
経
験
を
生
の
声
で
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

内
閣
府
や
自
治
体
の
福
祉
避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
事
前
対
策
が
中
心
で
あ
り
、
多
様
な
事
象
が
発

生
す
る
災
害
対
応
に
つ
い
て
は
、
抽
象
的
な
記
述
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
に
被
害
が
な
い
こ

と
を
前
提
に
福
祉
避
難
所
を
開
設
・
運
営
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
私
た
ち
の
調
査
で
は
、
能
登
半

島
地
震
で
福
祉
避
難
所
を
開
設
し
た
30
施
設
で
無
被

害
の
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
避
難
す
る
場
所
の
な
い
高
齢
者
、
障

が
い
者
な
ど
の
た
め
に
懸
命
に
福
祉
避
難
所
を
開
設

し
て
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
断
っ
た
ら
、
行

き
先
が
な
い
の
だ
か
ら
。

　

そ
こ
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
、
大
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
課
題
と
対
策
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

人
財
確
保
・
役
割
分
担
・
支
援
体
制

　

大
災
害
発
生
時
、
福
祉
避
難
所
で
は
開
設
直
後
か

ら
閉
所
ま
で
、
介
護
職
は
じ
め
多
く
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
入
所
施
設
で
は
、
利
用
者
へ

の
福
祉
支
援
を
継
続
す
る
必
要
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
能
登
半
島
地
震
で
は
道
路
寸
断
や
本
人・

家
族
の
被
災
な
ど
で
、
当
初
は
自
宅
に
い
た
職
員
の

多
く
は
参
集
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ほ
と
ん

ど
全
て
の
福
祉
避
難
所
で
は
職
員
不
足
に
陥
っ
た
。

道
路
や
通
信
の
復
旧
に
伴
い
、
徐
々
に
外
部
支
援
者

が
集
ま
っ
て
き
た
が
、
そ
の
役
割
が
事
前
に
整
理
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
場
当
た
り
的
な
判
断
や
運
営
を
強
い

ら
れ
、
業
務
の
偏
り
や
、
業
務
継
続
が
困
難
な
状
況

が
発
生
し
た
。
特
に
福
祉
避
難
所
の
運
営
が
長
期
化

し
て
く
る
と
、
職
員
の
疲
弊
や
離
職
が
相
次
ぎ
、
施

設
運
営
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

福
祉
施
設
は
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

あ
り
、
長
期
的
に
持
続
可
能
な
運
営
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
従
っ
て
施
設
職
員
は
、
応
急
対
策
期
だ

け
で
な
く
、
応
援
職
員
が
い
な
く
な
る
復
旧
・
復
興

期
も
含
め
て
長
期
的
に
働
く
必
要
が
あ
る
。
当
初
で

疲
れ
切
っ
て
、
離
職
し
て
か
ら
で
は
遅
い
。

　

そ
こ
で
、
災
害
時
の
人
財
確
保
が
大
き
な
課
題
だ
。

例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①�

平
時
か
ら
地
域
の
福
祉
人
財
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

専
門
職
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
リ
ス
ト
化
し
、
連
絡
先
や

役
割
を
明
確
化
す
る

②�

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
）
な
ど
の
外
部
人

財
確
保
の
仕
組
み
を
整
え
、
被
災
後
す
ぐ
に
派
遣
依

頼
を
す
る

③�

職
員
の
心
理
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
と
し
て
、
専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
や
休
養
制

度
を
導
入
す
る

④�

勤
務
シ
フ
ト
や
派
遣
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
ら
か
じ

め
策
定
し
、
長
期
化
に
備
え
た
交
代
体
制
を
組
む

　

な
お
、
単
純
に
人
が
増
え
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
外
部
支
援
者
が
数
日
な
ど
短
期
間
に
入

れ
替
わ
る
こ
と
の
弊
害
を
訴
え
た
施
設
も
多
く
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
、
外
部
支
援
者
の
受
け
入
れ
を
し
な

か
っ
た
施
設
も
あ
る
。

物
資
管
理
・
衛
生
対
策

　

福
祉
避
難
所
で
は
、
物
資
の
備
蓄
、
調
達
、
分
配

ル
ー
ル
が
明
確
で
な
い
こ
と
が
多
く
、
初
動
時
に
物
資

大
災
害
時
の
福
祉
避
難
所

～
能
登
半
島
地
震
の
福
祉
避
難
所
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
か
ら
～
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が
届
か
な
い
、
あ
る
い
は
配
分
が
不
公
平
に
な
る
事
例

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
や
衛
生
管
理
、
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
も
統
一
し
た
運
用
方
法
が
な
く
、
災

害
初
期
だ
け
で
な
く
長
期
運
営
時
に
も
衛
生
環
境
が

悪
化
し
、
二
次
的
健
康
被
害
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
。

　

発
災
直
後
は
自
治
体
に
よ
る
物
資
の
配
送
が
厳
し

い
た
め
、
備
蓄
品
を
活
用
す
る
ほ
か
は
な
い
。
自
治

体
は
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
、
協
定
を
行
っ
た
福
祉

施
設
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
品
を
提
供
す
る
こ
と
に
加

え
、
施
設
と
協
力
し
て
定
期
的
な
棚
卸
し
を
す
る
よ

う
制
度
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
福
祉
避
難
所
に
お
け
る
物
資
管
理
方
法
を

標
準
化
し
、
関
係
機
関
で
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
消
毒
用
品
、
簡
易
手
洗
い
場

な
ど
を
事
前
に
確
保
し
、
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
に
反

映
さ
せ
て
お
く
。
こ
の
よ
う
な
物
資
配
布
や
衛
生
管

理
、
感
染
症
対
策
を
含
め
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
を
年
1
回
以
上
行
う
こ
と
が
有
効
だ
。

資
金
繰
り
・
経
費
精
算
・
経
済
的
支
援

　

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
運
営
に
は
、
避
難
者
の
食

事
、
衛
生
管
理
、
人
件
費
な
ど
多
額
の
費
用
が
発
生

す
る
。
現
行
制
度
で
は
運
営
費
の
立
て
替
え
が
避
け

ら
れ
ず
、
精
算
の
遅
延
や
補
助
金
申
請
の
事
務
負
担

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
民
間
事
業
者
や
社
会

福
祉
法
人
が
避
難
所
を
担
う
場
合
、
社
会
保
険
料
や

固
定
費
な
ど
平
時
の
経
済
的
負
担
に
加
え
、
追
加
費

用
が
経
営
を
圧
迫
す
る
。

　

今
後
、
必
要
書
類
や
手
続
き
を
簡
略
化
し
、
現
場

業
務
と
並
行
し
て
も
対
応
可
能
な
仕
組
み
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
福
祉
避
難
所
の
経
費
関
係

事
務
を
行
政
職
員
が
行
う
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の
負

担
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

行
政
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の 

連
携
・
情
報
共
有
体
制

　

大
災
害
時
、
行
政
と
福
祉
避
難
所
と
の
間
で
情
報

が
届
か
な
い「
情
報
の
空
白
時
間
」が
発
生
し
や
す
く
、

避
難
者
へ
の
対
応
が
後
手
に
回
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

当
初
は
、
施
設
が
福
祉
避
難
所
を
開
設
し
て
い
る
こ

と
を
行
政
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

地
域
住
民
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が
弱
く
、
現
場
で

混
乱
や
支
援
の
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
の
調
査
で
は
、
福
祉
避
難
所
を
運
営
し
た

期
間
、
同
じ
法
人
か
ら
の
職
員
派
遣
な
ど
の
支
援
は

あ
っ
た
が
、
地
域
の
他
法
人
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
連
携
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
避
難
者
対
応
の

全
て
を
福
祉
避
難
所
が
受
け
る
の
で
は
な
く
、
地
域

の
社
会
資
源
を
活
用
し
て
、
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
行
政
、
他
事
業
者
、
地
域
団
体
と

の
連
携
体
制
を
構
築
し
、
平
時
か
ら
訓
練
で
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

避
難
者
・
利
用
者
・
家
族
へ
の 

個
別
対
応
・
精
神
的
ケ
ア

　

福
祉
避
難
所
に
は
、
例
え
ば
高
齢
者
施
設
で
あ
っ

て
も
、
障
が
い
者
、
認
知
症
患
者
、
慢
性
疾
患
を
持

つ
人
、
妊
産
婦
・
乳
幼
児
、
ペ
ッ
ト
同
伴
者
な
ど
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
避
難
者
が
集
ま
る
。
現
状

で
は
、
受
け
入
れ
基
準
や
個
別
支
援
策
が
明
確
で
な

く
、
家
族
へ
の
説
明
や
精
神
的
ケ
ア
も
後
回
し
に
な

り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
避
難
者
や
家
族
が
不

安
や
不
満
を
抱
え
、
二
次
的
な
健
康
被
害
や
心
理
的

ダ
メ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
個
別
避
難
計
画
に
よ
る
事

前
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
受
け
入
れ
準
備
を
進
め
て

お
く
。
可
能
な
ら
ば
家
族
に
障
が
い
特
性
や
疾
病
別

の
対
応
方
法
を
整
理
し
て
も
ら
っ
て
お
く
。

　

避
難
所
開
設
中
は
、
臨
床
心
理
士
や
精
神
保
健
福

祉
士
の
巡
回
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
、

継
続
的
な
心
の
ケ
ア
を
行
う
。

平
時
か
ら
の
準
備
と
制
度
設
計
を

　

大
災
害
時
の
福
祉
避
難
所
は
、
単
な
る
避
難
の
場

で
は
な
く
、
要
配
慮
者
が
命
と
尊
厳
を
守
り
な
が
ら

生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
最
後
の
と
り
で
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
状
は
人
的
資
源
の
不
足
、
物
資
管
理
の

未
整
備
、
資
金
面
の
不
安
、
連
携
・
情
報
共
有
の
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
くさ

、
個
別
対
応
の
未
整
備
な
ど
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
の
準
備

と
制
度
設
計
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
、
人
財
確
保
の

仕
組
み
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
県
単
位

の
常
設
型
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
い
て
、

避
難
所
特
有
の
対
応
（
寄
り
添
い
型
、
障
が
い
特
性

理
解
、
認
知
症
対
応
、
感
染
症
予
防
な
ど
）に
つ
い
て

定
期
的
に
研
修
を
行
う
と
同
時
に
、
あ
る
程
度
、
長

期
間
の
派
遣
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。
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